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同
窓
会
に
つ
い
て

今
年
も
二
月
の
卒
業
式
前
日
に
行
わ
れ
た
卒

業
式
の
予
行
に
お
い
て
同
窓
会
入
会
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
二
十
九
回
生
三
九
八
名
を
迎
え
、

会
員
数

一
万

一
八
七

一
名
に
な
り
ま
し
た
。
二

十
九
回
生
の
代
表
評
議
員
は
、
吉
崎
紘

一
郎
さ

ん
と
松
田
俊
彦
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

同
窓
会
で
は
、
三
十
回
生
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
記
念
の
同
窓
会
名
簿
を
発
行
い
た
し
ま
す
。

今
年
五
月
か
ら
準
備
を
は
じ
め
、
七
月

・
八
月

中
に
第

一
次
調
査
を
行
い
、
二
次
調
査
を
年
内

に
行
い
、
来
年
四
月
に
発
行
す
る
予
定
で
す
。

名
簿
発
行
に
関
し
て
は
、
プ
ラ
イ
パ
シ
ー
等

の
問
題
を
最
重
点
と
考
え
、
ど
の
よ
う
な
形
式

に
す
る
か
、
ま
た
本
人
の
承
諾
の
も
と
、
ど
こ

ま
で
載
せ
る
か
確
認
を
と

っ
て
い
ま
す
。
業
者

に
委
託
し
て
い
ま
す
が
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を

設
置
し
、
問
い
合
わ
せ
等
に
対
応
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
問
い
合

わ
せ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
名
簿
の
情
報
を
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
か
ら
登

さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て

坂
戸
高
校
校
長

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま

す
御
健
勝
に
て
御
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
皆
様
方
は
、
本
校
教
育
の
充
実

・

発
展
の
た
め
何
か
と
御
尽
力
を
賜
り
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

い
ま
高
校
教
育
は
、
大
き
な
変
革
期
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。
情
報
化

・
国
際
化
な
ど
の
激
し

い
変
化
が
お
き
て
い
る
二
十

一
世
紀
の
社
会
環

境
に
お
い
て
は
、
主
体
的
に
、
社
会
の
変
化
に

坂
　
本
　
　
　
毅

（
一
回
生
）

録
す
る
方
法
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ

さ

い
。

今
、
情
報
化
時
代
で
あ
り
、
個
人
情
報
の
保

護
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
に
ご

理
解
の
上
発
行
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
五
年
六
月
頃
、
同
窓
会
三
十

周
年
記
念

「
卒
業
生
の
つ
ど
い
」
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
現
在
九
月
の
文
化
祭
に
合
わ
せ

「
卒

業
生
の
つ
ど
い
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他

の
活
動
と
し
て
は
、
「
同
窓
会
だ
よ
り
」
を
発

行
、
年
数
回
の
役
員
会
と
親
睦
会
、
卒
業
生
の

入
会
式
を
行

っ
て
い
ま
す
。
会
の
運
営
は
各
卒

業
年
度
の
常
任
評
議
委
員
と
本
部
役
員
の
自
主

的
な
運
営
に
よ

っ
て
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
員

が

一
万
名
を
超
え
て
い
る
た
め
、
な
か
な
か
全

会
員
に
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
難
し
い

こ
と
が

一
番
の
悩
み
の
種
で
す
。

今
後
は
、
「
卒
業
生
の
つ
ど
い
」
を
ど
の
よ

う
に
開
催
す
る
か
、
親
睦
会
の
開
き
方
、
学
校

と
の
連
携
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

同
窓
会
は
会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
坂
高
同
窓
会

の
あ
り
方
を
会
員
み
な
さ
ん
と
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ご
理
解
、
ご
支
援
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

深
　
町
　
　
　
榮

対
応
し
て
判
断
し
行
動
で
き
る
力
を
身
に
つ
け

る
教
育
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
生
徒

一
人

一
人
の
進

路
目
標
を
明
確
に
し
て
学
習
意
欲
を
高
め
、
個

性
を
伸
ば
し
な
が
ら
自
己
表
現
を
図
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
ま
す
。
本
校
で
は
、
不
易
と
流
行

を
踏
ま
え
、
教
育
目
標
の
実
現
に
向
け
、
二
十

一
世
紀
を
担
う
た
く
ま
し
く
心
豊
か
な
人
づ
く

り
を
目
指
し
て
、
職
員

一
丸
と
な

っ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

本
校
が
皆
様
の
な
お

一
層
の
御
支
援

・
御
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ま
す
ま
す
発
展
す
る

こ
と
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
末
筆
な
が
ら
皆

様
の
御
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

同
窓
会
会
長

長△〓
本坂深町校長

1 3 年 部 活 動 の 成 績
名 称名大 績成

部
部
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術
真
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美
写
　
書

ソ フ ト ボ ー ル 部
テ ニ ス 部 女 子

男子パスケットボール部
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ア ウ  ト  ド  ア  部
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パ レー ボ ー ル部 女 子 国民体育大会第一次予選
学校総合体育大会
西部支部大会 男 子団体
〃    女 子団体

学校総合体育大会西部地区予選 男 子400メートルハードル
〃       〃     女 子走り高跳び
〃     県 予選 男 子400メートルハードル

全国学生美術展 (功刀)
埼玉県高等学校写真連盟写真展 (糸井)
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回
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決
　
良
師

ニ
ベ
ベ
二
二
三
二
十
３
４
１６
‐８
７
７
ニ
エ
３
３
３
４
準
佳
優
講
推
特

坂
高
で
の
三
年
間

松
田
　
俊
彦

（
二
十
九
回
生
）

私
の
と
っ
て
坂
戸
高
校
で
の
三
年
間

は
、
と
て
も
有
意
義
で
あ
り
、
肉
体
的

に
も
精
神
的
に
も
成
長
さ
せ
て
く
れ
た

三
年
間
だ
っ
た
も
の
だ
と
自
信
を
持
っ

て
言
え
ま
す
。
そ
し
て
、
三
年
間
で
得

た
も
の
や
友
達
も
と
て
も
貴
重
な
も
の

た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

私
が
何
よ
り
も
力
を
入
れ
た
の
が
部

活
動
で
し
た
。
小
学
校
か
ら
野
球
を
や

っ
て
い
た
私
で
も
高
校
の
野
球
部
は
相

当
辛
か
っ
た
で
す
。
何
度
も
怪
我
を
し

て
、
何
度
も
辞
め
よ
う
か
と
思
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
部
員
な
ど
に
励
ま
さ
れ
、

三
年
間
辞
め
る
こ
と
な
く
、
し
か
も
ベ

ス
ト
十
六
と
い
う
好
成
績
を
残
せ
ま
し

た
。
本
当
に
部
活
動
は
私
を
大
き
く
成

長
さ
せ
ま
し
た
。

そ
ん
な
忙
し
い
中
で
も
、
体
育
祭
、

文
化
祭
、
ダ
ン
コ
ン
、
修
学
旅
行
、
ス

ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の
様
々
な
学
校
行
事

に
ち
ゃ
ん
と
参
加
で
き
、
全
て
満
足
で

き
る
も
の
と
な
り
、
と
て
も
充
実
し
た

学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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平 成 1 4 年 度 予 算

1 歳 入 2 歳 出

平 成

7 月

9 月

12月

2 月

平成 14年 度 職員人事異動
転 入

第
二
十
九
回
生
同
窓
会
評
議
員

一
組

二
組

三
組

四
組

五
組

六
組

七
組

八
組

九
組

十
組

顧  監

間  事

評常会
議
員任計

副 会

長 長

事
務
局

ぶ
り

平
成
十
四
年
度
総
会
報
告

平
成
十
四
年
度
役
員

坂
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関
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和
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（十
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回
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）
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持
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睦
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回
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！

上
田
　
伸

一
（十
二
回
生
）

平 成 1 3 年 度 会 計 報 告

1 歳 入

1 4 年 度 事 業 計 画

役員会

役員会

同窓会だより第 14暑 発行

卒業生のつどい

役員会

役員会

平 成 1

6月 16日

9 月  1 日

9 月  9 日

1 月 1 9 日

2 月 1 6 日

3 月  8 日

2 歳 出

3年 度 事 業 報 告

役員会

役員会

役員会

同窓会だより第 13暑 発行

卒業生のつどしヽ

役員会

役員会

第 28期 生入会式
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音

国

英
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社

　

国

　

体

英

川越総合高

蕨高

入間高

飯能南高

小川高

羽生第一高

小川高

鳩山高

吉見高

川越西高

日高高

桶川西高

吉見高

所沢北高

東松山養護

自然害博物館

単位 :円

科   目 予 算 額

繰  越  金 46,712

29回生入会金 1,592,000

雑  収  入

合 計 1,639,212

単位 :円

科   目 予 算 額

庶  務  費 250,000

会  議  費 150,000

慶  弔  費 50,000

事  業  費

察1 塾錆繋

1,150,000

甜柵|

予 備  費 39,212

計 1,639,212

単位 :円

科  目 予 算 額 決 算 額

繰  越  金 79,397 79,397

28回生入会金 1,592,000 1,592,000

雑  収  入

△
ロ 計 1,672,397 1,671,791

単位 :同

科   目 予 算 額 決 算 額

庶  務  費 100,000 41,115

会  議  費 100,000 134,291

慶  弔  費 50,000 20,000

事  業  費

察1 箋話墾

1,400,000

100,000

1)300,000

1,429,673

L曲補|

予 備  費 22,397 0

計 1,672,397 1,625,079

繰  越  金 46,712

《
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